	（様式６）
	
	
	
	

	システムチェック表

	要件を満たす場合は○（マル）、満たさない場合は×（バツ）を付けること。
どちらか判断ができない場合は△（さんかく）を付け、備考欄に理由を簡潔に記入すること。

	

	

	業務区分
	機　　能　　要　　件
	団体による確認

	
	
	チェック欄
○・×・△
	△をつけた理由

	台帳内容
	1
	電子地図と電子台帳がリンクしたシステムであること。
	
	

	
	2
	台帳情報内での自動計算機能があること。
	
	

	
	3
	データの変更履歴が残せること。
	
	

	検索機能
	1
	条件を絞り込んでデータを抽出できること。
	
	

	
	2
	財産・土地・建物など財産別に検索ができること。
	
	

	データ入出力
	1
	台帳データの異動編集が可能であること。
	
	

	
	2
	CSV又はエクセル形式の入出力が可能であること。
	
	

	
	3
	台帳データ編集結果の表示、印刷、出力が可能であること。
	
	

	帳票出力機能
	1
	印刷帳票をCSV又はExcel形式で出力できること。
	
	

	
	2
	財産に関する調書の集計及び帳票出力ができること。
	
	

	
	3
	固定資産台帳の償却明細が帳票出力できること。
	
	

	
	4
	施設調書のコストが帳票出力できること。
	
	

	システム管理機能
	1
	ＩＤ、パスワードで機能制限ができること。
	
	

	
	2
	簡単な操作で年度別（データベース）の作成ができること。
	
	

	財産管理区分
	1
	統一的な基準による地方公会計マニュアル（総務省、平成27年１月23日）に対応した資産分類ができること。
	
	

	
	2
	新たな財産区分が追加可能なこと。
	
	

	
	3
	連結対象会計の会計区分を管理できること。
	
	


